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吉田町総合体育館空調設備
設置工事請負契約を可決

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
１
日
～
６
月

15
日
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。
条
例
の
一
部

改
正
６
件
、
委
員
の
任
命
に
関
す
る
同
意
案
件
１
件
、

人
事
案
件
16
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
契
約
の
締
結

２
件
の
計
26
件
が
上
程
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
・

適
任
・
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
が
１
件
あ
っ
た
。

６月定例会

ʲຊձ議ʳ
１/11/15 日	 議案審議 /一般質問

ʲશ員ڠ議ձʳ̡ ҕ員ձʳ
２/10/11 日	 全員協議会
５日	 	 総務文教常任委員会
８日	 	 産業建設常任委員会
10/12 日	 議会運営委員会

吉
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

問

厚
生
労
働
省
か
ら
、
５

月
１
日
に
国
民
健
康
保
険

税
減
免
に
対
す
る
財
政
支

援
基
準
が
示
さ
れ
た
。
６

月
定
例
会
で
は
な
く
、
５

月
18
日
の
臨
時
会
に
議
案

上
程
を
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。

答

５
月
１
日
に
基
準
は
示

さ
れ
た
が
、概
要
だ
け
で

あ
っ
た
。５
月
11
日
に
厚
生

労
働
省
か
ら
、申
請
書
や

事
務
手
続
き
な
ど
の
問
答

集
が
出
る
と
の
報
告
が
あ

り
、県
内
市
町
と
相
談
し

て
、改
正
内
容
や
申
請
書

類
な
ど
を
整
備
し
て
い
た

の
で
、今
定
例
会
で
の
上
程

に
な
っ
た
。

吉
田
町
税
条
例
の
一
部

改
正

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶

予
の
特
例
手
続
な
ど
を
加

え
た
税
改
正
の
周
知
方
法

は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
対
応
と
し
て
、

町
H
P
に
支
援
策
や
他
の

施
策
を
一
覧
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
広
報
よ
し
だ
」で

は
個
々
の
支
援
策
を
掲
載

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、丁
寧
な
周
知

を
行
っ
て
い
く
。

問

月
１
回
行
っ
て
い
る
無

料
税
務
相
談
は
、
今
年
度

４
月
以
降
は
増
え
て
い
る

の
か
。

答

４
月
以
降
の
相
談
件
数

は
、増
加
し
て
い
な
い
。

　

３
月
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
無
料
税
務
相
談
は

行
っ
て
お
ら
ず
、現
在
は
職

員
に
よ
る
電
話
相
談
を
主

と
し
、必
要
に
応
じ
て
職
員

を
介
し
て
担
当
税
理
士
に

取
り
次
い
で
い
る
。

　

ま
た
７
月
以
降
、無
料

税
務
相
談
を
再
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

吉
田
町
農
業
委
員
会
の
委

員
に
占
め
る
認
定
農
業
者

等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
の
割
合
を
４
分
の
１
以

上
と
す
る
こ
と
の
同
意

問

農
業
委
員
の
推
薦
・
募

集
案
内
に
、
認
定
農
業
者

や
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
推

薦
す
る
項
目
が
な
か
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
案
内
・

通
知
を
し
た
の
か
。

答

募
集
・
推
薦
に
関
し
て
は
、

部
農
会
や
農
業
団
体
へ
直

接
出
向
き
、通
知
・
案
内
状

で
丁
寧
な
説
明
を
し
て
お

願
い
を
し
た
。

　

ま
た
、併
せ
て
認
定
農

業
者
に
は
、直
接
依
頼
を

し
て
い
る
。

吉
田
町
農
業
委
員
会
の

委
員
の
任
命
の
同
意

問

「
委
員
の
任
命
に
当
た
っ

て
は
、
委
員
の
性
別
・
年

齢
等
に
著
し
い
偏
り
が
生

じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

法
律
で
は
規
定
し
て
い
る

が
当
町
で
は
、
特
に
性
別

の
偏
り
が
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

答

依
頼
時
に
は
、偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

が
、推
薦
な
ど
の
結
果
、女
性

の
委
員
は
２
名
と
な
っ
た
。

　

女
性
農
業
者
の
育
成
施

策
に
つ
い
て
は
今
後
、町
と

し
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

そ
の
他
上
程
議
案

・
吉
田
町
職
員
定
数
条

例
の
一
部
改
正

・
吉
田
町
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
改
正

・
吉
田
町
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正　

・
吉
田
町
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正

・
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
対
す
る
意
見
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繰越明許費
ΕΔ·ࠐݟग़͕ऴΘΒͳ͍ͱࢧʹӽ੍౓ɻ೥౓಺܁ͷࢉग़༧ࡀ੓๏ͰೝΊΒΕ͍ͯΔࡒ
΋ͷΛɺ͋Β͔͡Ί議会ͷ議ܾΛಘͯɺཌ೥౓ʹ܁りӽしͯࢧग़Ͱ͖Δよ͏ʹ͢Δ੍౓ɻ
しͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻࠂ੒しɺ議会ʹใ࡞ॻΛࢉܭӽ܁ͷાஔΛͱͬͨ৔߹ʹ͸ɺ༺࢖ӽ܁

໿ͷ໨త 　令和２年度防潮堤整備工事（その２）ܖ 
໿ͷֹۚ 　158,290,000ܖ  円
໿ͷ૬खํ 　たむら建設株式会社ܖ 

໿ͷ໨త 　令和２年吉田町総合体育館空調設備設置工事ܖ 
໿ͷֹۚ 　241,450,000ܖ  円
໿ͷ૬खํ 　株式会社橋本組ܖ 

■ 
消
防
ポ
ン
プ
車
の
取
得

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

ࣄ  ۀ ໨ త  ɹ消防団の老朽化した消防ポンプ車の更新を
行い、団の災害対応能力の向上を図り、地
域住民の人命の確保及び減災を推進する

ࣄ  ۀ ಺ ༰  ɹ今年度 20年を経過する吉田町消防団第２
分団の消防ポンプ車を更新する

　　　　　　		CD―１型消防ポンプ車　２輪駆動
　　　　　　		積載ポンプの規格放水性能が毎分２㎥以上

໿ͷֹۚ ɹ21,945,000ܖ  円

໿ͷ૬खܖ   ํɹ株式会社日消機械工業

ɹ  �
���ສԁɹ  ���ສ�ઍԁ

ɹ  �ԯ�
���ສ�ઍԁ

ொཱอҭԂʹࣗಈԻ੠຋༁ػͳͲΛ഑උ

 ݄̒ఆྫ会ʹͯใࠂΛड͚ͨ಺༰ 

ொཱখɾதֶ8ߍJ�'Jࣄ޻

土
木
費

民
生
費

教
育
費 େ഼઒ڮྊҡิ࣋मࣄ޻

消防ポンプ車(イメージ)

イメージ
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一般会計補正予算（第４号）
（商工業振興事業費補助金など）を可決

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

5月18日 第3回臨時会

 一般会計補正予算（第２号）・・・４月２８日専決 
歳入歳出予算に４，９００万円を増額補正し、
予算総額１１６億９，２９０万円とする。

―歳出項目―
〇商工費　４，９００万円　経済変動対策貸付資金利子助成金
	 新型コロナウイルス感染拡大防止協力金
	 （町の休業要請に応じた事業者に３０万円）
	 （県の休業要請に応じた事業者に１０万円※）

※…別途県からも20万円の協力金が支給されます。

 一般会計補正予算（第３号）・・・４月３０日専決 
歳入歳出予算に３０億２,７３０万円を増額補正し、
予算総額１４７億２,０２０万円とする。

―歳出項目―
〇総務費　２９億８,２５２万円　特別定額給付金事業
〇民生費　　　	４,４７８万円　子育て世帯への臨時特別給付金事業

 吉田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）・・・４月３０日専決 
歳入歳出予算に１３８万円を増額補正し、
予算総額１２７億２,４０５万円とする。
　　　　　　　　　　　　―歳出項目―
〇保険給付費　１３８万円　傷病手当金

専決処分とは
　議会の権限に属する事項について、町長が議会に代わって意思決定を行うことで、専決処分すれば、議会が
議決したのとまったく同じ法律効果を発生する。
　例として、以下の場合に専決処分できる。
〇特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認める時。(※今回のケース)
〇議会が解散したり、議員が総辞職して議会が全く存在しないなどの場合。
〇議会の議決を要する事件について、議決を得られない一切の場合（故意に議決を引き延ばすなど積極的に議
決しない場合、天変地異その他の理由で議決が得られない場合）。

　上記の場合で、町長が専決処分した際は、次の会議において報告し、承認を求めなければならない。

　
令
和
２
年
第
３
回
吉
田
町
議
会
臨
時
会
を
５
月
18
日
に
開
催
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
５
件
、
補
正
予
算
１
件
の
計
６
件
が
上
程
さ
れ
、
全
員

一
致
で
可
決
し
た
。

吉
田
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た

被
保
険
者
等
に
係
る
傷

病
手
当
金
の
支
給
に
関

す
る
附
則
を
加
え
る
。

４
月
30
日
専
決

吉
田
町
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正　
　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
傷
病
手
当
金

支
給
に
係
る
申
請
書
の

提
出
に
関
す
る
条
文
を

加
え
る
。４

月
30
日
専
決

 吉田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）・・・４月３０日専決 

4よしだ議会だより 第98号



【
質
　
　
疑
】

商
工
費

問

今
回
の
商
工
業
振
興
事
業

費
補
助
金
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

分
と
事
務
費
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
換
金
分
が
少

な
け
れ
ば
支
出
も
少
な
く
な

る
の
か
。

答

商
工
業
振
興
事
業
費
補
助
金

の
交
付
要
綱
に
則
り
、経
費
と

割
増
金
に
対
す
る
補
助
で
あ

り
、掛
か
っ
た
分
に
つ
い
て
補

助
す
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て

い
る
町
内
の
小
規
模
店
舗
を

助
け
よ
う
と
す
る
事
業
で
、

吉
田
町
商
工
会
が
主
体
と
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
も
協
力
し
て
購
入
率
を
上

げ
る
推
進
策
に
つ
い
て
、
何

か
考
え
て
い
る
か
。

答

今
回
の
補
助
金
に
つ
い
て

も
推
進
策
の
一
環
で
あ
る
。

　
　

商
品
券
販
売
場
所
の
提
供

な
ど
、
協
力
で
き
る
こ
と
は

協
力
し
て
い
き
た
い
。

問

前
回
の
消
費
税
増
税
に
伴

う
商
品
券
発
行
時
は
、
３
割

程
度
の
利
用
し
か
な
か
っ
た
。

　
　

町
と
し
て
利
用
を
促
進
す

る
案
が
必
要
と
思
う
が
。

答

前
回
の
４
千
円
で
５
千
円

分
の
買
い
物
が
で
き
る
商
品

券
を
、
今
回
は
２
千
円
で

３
千
円
の
商
品
券
と
し
、
プ

レ
ミ
ア
ム
の
率
を
高
め
た
。

　
　

町
と
し
て
も
広
報
し
、
吉

田
町
商
工
会
と
協
調
し
て
コ

ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し
て
利

用
の
促
進
を
行
っ
て
い
く
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
補
助
に

つ
い
て
、
10
割
（
全
額
）
補

助
対
象
と
し
た
の
は
、
ど
の

よ
う
に
決
め
た
の
か
。

答

町
と
吉
田
町
商
工
会
と
の

協
議
で
決
め
た
。

 一般会計補正予算（第４号） 

歳入歳出予算に２,２９４万円を増額補正し、予算総額１４７億４,３１５万円とする。

―歳出項目―
〇民生費 ６５３万円 特別支援学校等の臨時休校に伴う放課後等デイサービス

支援事業費補助金
デイサービス等給付費

〇衛生費 １４０万円 防護服、医療機器など感染予防費
妊婦に対するマスク配布費

〇商工費 １,１００万円 商工業振興事業費補助金（商工会のプレミアム付商品券
発行に対する補助金）
１セット３，０００円分利用できる券を２，０００円で販売。
１０，０００セット販売　※６月８日完売

〇予備費 ４０１万円 不測に備えて

令
和
２
年
度
吉
田
町
一般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）に
つ
い
て

商工会発行のプレミアム付商品券
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全
国
に
広
が
り
、
政
府
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
下
、
町
当
局
に
お
い
て
は
、
２
月
28
日
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
対
処
し
た
。

　

そ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
議
会
へ
の
説
明
は

答
answer

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
対
応
を
最
優
先
に

大 石　 巌 議
員

問

町
議
会
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
議

事
機
関
と
し
て
、
常
に

町
民
福
祉
の
向
上
と
町

の
発
展
を
第
一
義
と
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　

対
策
本
部
で
の
検
討

課
題
や
対
応
策
に
つ
い

て
は
、
会
議
資
料
や
対

応
方
針
の
文
書
配
布
は

あ
っ
た
も
の
の
、
５
月

18
日
ま
で
議
会
へ
の
説

明
は
な
く
、
地
域
へ
の

影
響
状
況
や
対
策
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
の
場

が
な
か
っ
た
。

　
　

な
ぜ
、
議
会
へ
の
状

況
説
明
な
ど
が
な
か
っ

た
の
か
。
議
会
と
の
関

り
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答

町
で
は
、
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
10
回
の

対
策
本
部
を
開
催
し
て

き
た
。

　
　

ま
た
、
そ
こ
で
の
決

定
事
項
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、「
よ
し
ポ
ケ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
な
ど
で
迅

速
に
情
報
発
信
し
て
き

た
。

　
　

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の

対
応
を
最
優
先
に
行

い
、
議
会
へ
は
時
機
を

逸
す
る
こ
と
な
く
、
迅

速
に
情
報
提
供
を
行

い
、
然
る
べ
き
時
期
に

情
報
交
換
の
場
を
設
け

た
。
議
会
へ
の
対
応
は

適
切
で
あ
っ
た
。

問

近
隣
市
で
は
、
５
月

上
旬
に
臨
時
議
会
を
開

催
し
、
国
・
県
の
補
正

予
算
に
対
応
し
た
補
正

予
算
を
議
決
し
て
い
る

が
、
当
町
は
５
月
18
日

の
開
催
と
な
っ
た
。

　
　

補
正
予
算
の
専
決
処

分
後
、
速
や
か
に
臨
時

議
会
を
開
催
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答

臨
時
議
会
は
、
補
正

予
算
（
第
４
号
・
商
工

業
振
興
事
業
費
補
助
金

な
ど
）
を
迅
速
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
招
集
し
た
。

　
　

専
決
処
分
は
、「
次

の
会
議
に
報
告
し
、
承

認
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
臨
時
会
に
お

い
て
報
告
し
た
。

　
　

補
正
予
算
の
専
決
処

分
お
よ
び
臨
時
議
会
の

開
催
は
、
地
方
自
治
法

に
の
っ
と
っ
た
適
正
な

事
務
処
理
で
あ
る
。

近隣市の臨時議会開催状況

市町名 臨時会
開催日 区域指定

焼津市 5月1日

一般会計補正予算案など
（給付金１０万円、子育て給
付金、休業協力金、就学援
助対象児童・生徒への食費
支給）
１０万円オンライン申請　５
月１日～
給付　５月下旬～

藤枝市 通年
（５月１日）

一般会計補正予算案など
（給付金１０万円、子育て給
付金、休業協力金）
１０万円オンライン申請　５
月１日～
給付　申請受付後おおよそ
30日程度

島田市 5月8日

一般会計補正予算案など
（給付金１０万円、子育て給
付金、休業協力金）
１０万円オンライン申請　５
月８日～
給付　５月２２日～

牧之原市 5月8日

一般会計補正予算案など
（給付金１０万円、休業協力金、
茶業振興協議会に１千万円
の補助）
１０万円オンライン申請　５
月１１日～
給付　５月２０日～

吉田町 5月18日

一般会計補正予算案など
（給付金１０万円、子育て給
付金、休業協力金）
１０万円オンライン申請　５
月２１日～
給付　５月２８日～

各市町ホームページ及び新聞報道の情報を基に作成
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問

町
長
の
施
政
方
針
、

所
信
表
明
、
一
般
質
問

の
録
画
配
信
は
町
民
の

皆
さ
ん
に
町
の
考
え
方

を
理
解
し
て
も
ら
う
の

に
有
効
と
考
え
る
。

答

録
画
配
信
は
考
え
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
町

は
正
確
な
情
報
の
発
信

が
最
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
施
政
方
針
、
所

信
表
明
は
広
報
よ
し
だ

や
町
Ｈ
Ｐ
に
て
活
字
で

町
の
重
要
な
方
針
や
意

思
決
定
の
内
容
を
誤
解

を
与
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
正
確
な
情
報
と
し

て
発
信
に
努
め
て
い
る
。 　

一
方
、
録
画
配
信
に
お

い
て
は
、
配
信
さ
れ
た

情
報
の
一
部
を
切
り

取
っ
た
り
加
工
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
本
来
の
趣
旨

と
は
全
く
別
の
情
報
に

作
り
替
え
ら
れ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
誤
っ

た
情
報
の
拡
散
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

問

全
国
で
多
く
の
議
会

中
継(

表
１
・
２)

が
行

わ
れ
て
お
り
、
改
ざ
ん

な
ど
は
な
い
と
考
え

る
。
あ
れ
ば
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。

答

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
い
ま
だ

ル
ー
ル
が
無
く
、
兵
器

と
し
て
使
わ
れ
る
例
も

あ
る
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
開

発
に
よ
り
、
発
言
即
文

字
化
の
技
術
が
近
い
将

来
そ
の
精
度
を
上
げ

る
。
こ
の
よ
う
な
手
法

を
用
い
て
速
報
性
を

保
っ
て
は
ど
う
か
。

問

正
確
性
を
保
つ
た
め

に
そ
の
技
術
を
用
い
て

発
言
を
文
字
化
し
、
画

像
と
と
も
に
配
信
す
る

の
は
ど
う
か
。

答

文
字
の
み
の
配
信
は

良
い
。

問

議
会
中
継
に
関
す
る

最
善
案
を
目
指
し
、
町

と
協
議
を
進
め
た
い
。

答

議
会
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
会
と
協
議

し
、
よ
り
良
い
議
会
運

営
の
た
め
に
調
整
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
般
質
問
の
会
議
録
が
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
に
は
約
３
カ
月
を
要

す
る
。
議
会
の
録
画
中
継
は
町
情
報
の
速
報
性
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
分

か
り
や
す
さ
向
上
の
観
点
か
ら
効
果
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
感
染
拡
大
防
止
に
も
有
効
と
考
え
質
問
し
た
。

問
question

議
会
録
画
中
継
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

答
answer

正
確
性
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
る

平 野　 積 議
員

表１ 静岡県の録画中継実施自治体
区分 実施自治体 実施率
町 清水町、東伊豆町、長泉町、西伊豆町 33.3％
市 島田市、藤枝市、焼津市、牧之原市、他15市 82.6%

＊令和２年３月市町ＨＰ調査

表２ 録画中継実施自治体（令和2年3～4月市町ＨＰ調査）

区分 町 市
町数 実施町 率 市数 実施市 率

北海道 129 40 31.0% 35 26 74.3%
東北 116 47 40.5% 77 67 87.0%
関東 92 30 32.6% 179 168 93.9%
中部 102 33 32.4% 164 142 86.6%
近畿 49 17 34.7% 125 116 92.8%
中国 10 4 40.0% 54 43 79.6%
四国 50 10 20.0% 38 27 71.1%

九州・沖縄 118 33 28.0% 119 105 88.2%
全国 743 239 32.2% 791 694 87.7%
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問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
を
巡
る

不
安
や
恐
れ
か
ら
の
、

差
別
・
偏
見
・
い
じ
め

な
ど
へ
の
対
応
は
。

答

児
童
生
徒
に
は
、
差

別
や
偏
見
を
行
わ
な
い

倫
理
観
を
育
成
す
る
指

導
や
、
不
安
や
恐
れ
を

軽
減
す
る
取
り
組
み
を

実
施
。
ま
た
現
在
、
差

別
や
偏
見
・
い
じ
め
な

ど
の
行
為
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
万
が
一

い
じ
め
な
ど
の
事
象
が

発
生
し
た
場
合
は
組
織

的
に
対
応
す
る
。

問

長
期
に
わ
た
る
休
校

で
児
童
生
徒
の
精
神
面

へ
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
再
開
後
の
ス
ト
レ

ス
ケ
ア
は
。

答

学
級
担
任
や
養
護
教

諭
が
児
童
生
徒
の
ス
ト

レ
ス
サ
イ
ン
を
見
落
と

さ
な
い
よ
う
注
視
し
、

教
職
員
と
専
門
職
員
が

連
携
し
、
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
を
実
施
し
て
い
く
。

問

休
校
中
の
学
習
成
果

を
確
認
し
た
結
果
、
十

分
な
学
習
内
容
の
定
着

が
見
ら
れ
た
か
。

答

課
題
プ
リ
ン
ト
に
つ

い
て
教
職
員
が
学
習
内

容
の
定
着
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
未
指
導
部
分

に
関
し
て
は
個
人
差
が

あ
っ
た
。
現
在
、
各
学

校
の
授
業
に
お
い
て
定

着
を
図
っ
て
い
る
。

問

休
校
中
の
家
庭
学
習

の
問
題
で
、
ど
う
や
っ

て
子
供
に
教
え
れ
ば
い

い
の
か
と
、
教
え
方
に

戸
惑
う
保
護
者
も
い

た
。
今
後
、
休
校
し
た

場
合
の
対
策
は
。

答

再
び
休
校
措
置
と

な
っ
た
場
合
は
、
積
極

的
に
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
す
る
。
ま

た
、
学
校
側
か
ら
の
一

方
向
の
発
信
だ
け
で
は

な
く
、
児
童
生
徒
と
の

双
方
向
の
や
り
と
り
が

で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
え
、
保
護
者

の
家
庭
学
習
に
対
す
る

不
安
を
取
り
除
け
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
計
画
の
今
後
の
予

定
は
。

答

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
る
一
人
一
端

末
を
、
当
初
３
年
計
画

で
予
定
し
て
い
た
が
、

計
画
の
前
倒
し
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
３
月
３
日
か
ら
約
２

カ
月
間
休
校
措
置
が
と
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
自
粛
生
活
を
し
な
が
ら

家
庭
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
再
開
後
、
感
染
症
な
ど
を
巡
る
不
安

に
よ
る
精
神
面
へ
の
影
響
や
学
習
の
遅
れ
へ
の
対
応
を
質
問
し
た
。

問
question

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
対
応
は

答
answer

学
校
生
活
の
安
心
安
全
に
取
り
組
む

中 田 博 之 議
員
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問

避
難
所
内
で
の
感
染

症
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

３
密
状
態
を
避
け
る
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答

避
難
所
で
の
感
染
症

拡
大
防
止
に
対
応
し
た

暫
定
的
な
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。

　
　

避
難
者
受
付
時
、
手

指
の
消
毒
・
体
温

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
発

熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
会
議
室
な

ど
の
個
室
で
の
避
難
と

す
る
。
各
避
難
所
内
の

個
室
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

す
る
場
合
は
、
別
途
専

用
の
避
難
所
を
開
設
す

る
。
マ
ス
ク
着
用
・
手

洗
い
・
う
が
い
・
手
指

消
毒
や
、
３
密
を
避
け

る
啓
発
を
行
う
。
避
難

ス
ペ
ー
ス
は
概
ね
２
ｍ

間
隔
を
確
保
す
る
よ
う

に
す
る
。
併
せ
て
、
非

接
触
型
体
温
計
・
消
毒

液
・
避
難
間
隔
用
ロ
ー

プ
な
ど
の
避
難
用
品
や

備
品
を
用
意
し
た
。

　
　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
心

配
さ
れ
る
中
で
の
避
難

行
動
は
、
自
宅
の
安
全

確
保
と
在
宅
避
難
の
検

討
・
必
要
な
物
資
等
の

検
討
・
避
難
所
以
外
へ

の
避
難
の
検
討
な
ど
、

災
害
が
起
き
た
ら
ど
う

す
る
か
、
平
時
か
ら
対

応
を
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

問

感
染
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
た
め
に
、
避
難

所
の
規
模
を
小
さ
く

し
、
数
を
増
や
し
て
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

町
の
地
域
防
災
計
画

で
は
、
24
カ
所
の
避
難

所
・
福
祉
避
難
所
を
計

画
し
て
い
る
。
町
内
４

地
区
に
１
カ
所
ず
つ
避

難
所
を
開
設
す
る
の
を

基
本
と
し
、
状
況
に
応

じ
て
増
設
し
対
応
し
て

い
く
。
こ
の
４
カ
所

で
、
一
人
あ
た
り
の
占

有
面
積
が
４
㎡
と
す
る

と
約
800
人
収
容
で
き

る
。
昨
年
の
台
風
19
号

の
時
、
避
難
し
た
の
は

263
世
帯
591
人
で
あ
っ

た
。
当
初
か
ら
多
く
の

避
難
所
を
開
設
す
る
の

で
は
な
く
、
段
階
的
に

増
や
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

問

避
難
所
が
不
足
す
る

事
態
と
な
っ
た
場
合
、

民
間
の
建
物
（
ホ
テ

ル
・
社
宅
・
神
社
な
ど
）

を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う

考
え
は
あ
る
か
。

答

町
の
指
定
し
て
い
る

避
難
所
で
受
け
入
れ
可

能
と
想
定
し
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
な
か
、
台
風

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
と
き

は
、
３
密
状
態
に
な
り
や
す
い
の
で
、
避
難
所
内
で
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

感
染
症
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

答
answer

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
備
品
の
配
備

福 世 義 己 議
員

!

危険な場所から避難

避難所風景（イメージ）
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問

休
校
の
長
期
化
に
よ

る
学
習
時
間
の
不
足
を

補
う
方
策
と
し
て
授
業

時
間
を
短
縮
し
つ
つ
、

授
業
数
を
増
や
す
・
土

曜
の
半
日
学
習
の
実
施

な
ど
が
有
効
と
考
え
る

が
、
そ
う
し
た
検
討
は
。

答

夏
休
み
の
短
縮
に
よ

り
、
小
学
校
で
10
日
、

中
学
校
で
11
日
程
度
の

授
業
日
を
生
み
出
す
。

ま
た
、
6
時
間
授
業
日

を
増
加
し
、
不
足
に
対

応
す
る
。
標
準
時
授
業

時
数
は
現
段
階
の
変
更

計
画
に
て
確
保
見
込
み

で
あ
る
。
授
業
時
間
短

縮
は
授
業
の
組
み
立
て

や
進
め
方
、
土
曜
半
日

学
習
は
教
職
員
の
勤
務

振
替
な
ど
を
考
慮
し
、

現
段
階
で
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

問

本
年
度
の
学
校
行
事

の
重
点
化
と
し
て
、
小

中
学
校
の
各
行
事
の
実

施
可
否
の
判
断
基
準
は
。

答

行
事
の
編
成
権
は
各

学
校
長
に
あ
る
。
ど
の

行
事
に
お
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
応
を
優
先

し
、
教
育
的
意
義
や
児

童
・
生
徒
の
心
情
に
も

配
慮
の
上
、
実
施
可
否

を
検
討
中
で
あ
る
。

問

今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に

関
し
、
導
入
・
活
用
を

加
速
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。
計
画
や
仕

様
、
優
先
度
な
ど
に
変

更
は
あ
る
の
か
。

答

現
在
計
画
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
本
年
度
は
学

校
の
通
信
環
境
整
備
と

小
中
合
計
で
約
800
台
の

端
末
の
導
入
の
予
定
で

あ
る
が
、
導
入
を
加
速

す
る
よ
う
な
文
科
省
の

意
向
や
国
の
予
算
措
置

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
配

備
計
画
の
前
倒
し
を
検

討
し
て
行
き
た
い
。

問

不
登
校
お
よ
び
不
登

校
傾
向
の
生
徒
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
支

援
、
ま
た
、
夏
場
の
登

下
校
時
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
日
傘
利
用
で

マ
ス
ク
不
要
の
推
奨
な

ど
を
提
案
し
た
い
が
。

答

不
登
校
や
そ
の
傾
向

の
児
童
・
生
徒
へ
は
柔

軟
か
つ
継
続
的
な
支
援

が
必
要
。
学
習
の
遅
れ

や
進
路
選
択
の
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え
る
必

要
は
あ
る
。

　
　

日
傘
使
用
は
禁
止
し

て
お
ら
ず
、
保
護
者
の

申
し
出
で
利
用
可
能
で

あ
る
。
子
ど
も
を
守
る

た
め
、
感
染
症
予
防
と

熱
中
症
予
防
の
両
面
に

て
学
校
現
場
で
適
切
な

対
応
を
求
め
た
い
。

　

3
月
か
ら
2
カ
月
以
上
に
及
ん
だ
町
内
小
中
学
の
臨
時
休
校
。
5

月
18
日
か
ら
学
校
が
再
開
さ
れ
、
感
染
の
予
防
に
留
意
し
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
町

内
小
中
学
校
の
今
後
の
対
応
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

学
校
再
開
後
の
授
業
時
間
の
不
足
分
は
　

答
answer

夏
休
み
の
短
縮
な
ど
で
確
保
す
る

盛　純一郎 議
員

再開後の授業風景（イメージ）

10よしだ議会だより 第98号

一 般 質 問



問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、

仕
事
が
な
く
な
っ
た
り

減
少
し
た
事
業
者
へ
の

支
援
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

答

国
は
持
続
化
給
付
金

な
ど
の
支
援
策
を
講
じ

て
い
る
。
町
と
し
て
も

業
者
か
ら
の
支
援
策
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
適
切
な
窓
口
を

案
内
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
商
工
会
か
ら

事
業
者
、
消
費
者
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
要
請
を
受
け
、
町

全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
施
策
と
し
て
有
効

と
判
断
し
、
支
援
す
る

こ
と
と
し
た
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
の
調
査
は
。

答

事
業
者
の
状
況
調
査

に
つ
い
て
は
、
今
後
商

工
会
と
協
議
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

藤
枝
市
、
焼
津
市
、

島
田
市
な
ど
の
近
隣
市

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
が
経
営
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
、
経
営
が
悪
化
し
た

市
内
の
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
に
、
一
律

10
万
円
や
最
大
20
万
円

な
ど
を
給
付
す
る
。

　
　

町
で
も
、
こ
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
な
い
か
。

答

近
隣
市
町
そ
れ
ぞ
れ

事
情
が
あ
り
、
一
定
の

基
準
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
と
し
て
は
、
一

律
の
給
付
な
ど
で
は
な

く
、
相
談
が
あ
れ
ば
窓

口
を
案
内
す
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
で
の
き
っ
ち

り
と
し
た
対
応
を
取
っ

て
い
る
。

　
　

町
独
自
で
の
一
律
の

支
援
と
い
う
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

　

日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
は
、
世
界
と
比

べ
る
と
か
な
り
少
な
い
感
染
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
２
波
３
波
の

発
生
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
を
守
る
た
め
の
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
。

問
question

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
は

答
answer

活
性
化
に
つ
な
が
る
商
品
券
事
業
な
ど
を
支
援

山 内　 均 議
員

新型コロナウイルス感染拡大防止協力金

項　目 内　容

町内の飲食店や
宿泊施設などで、
町の休業要請に
応じた事業者

１事業者当たり３０万
円を休業要請の協力
金として支給

県が休業要請す
る施設

県の休業要請を受け
た事業者（県協力金
２０万円）に対して
１０万円を休業要請
の協力金として支給

出典：令和２年５月１８日　町政懇談会資料から抜粋

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
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各議員の今年度の自己目標を決定しました。各議員の今年度の自己目標を決定しました。各議員の今年度の自己目標を決定しました。

ྩ࿨̎೥౓ɹ議һ໨ඪ

��൪�ɹ෱ੈɹٛݾ
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

町民の声の反映 ⃝町民の要望・意見の収集と対話の場造り。
町民の防災意識の向上 ⃝防災情報の提供と防災講演会の開催。
スキルアップ ⃝必要と思われる講習会・講演会・研修会に積極参加し知識を深める。

��൪�ɹೇݩɹ༝ඒࢠ
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

郷土愛溢れた議員でいる ⃝笑顔で町民の皆さんのご意見を聞き、何が皆さんの豊かさに繋がるかを考え町政へ届ける。
⃝町民の皆さんが大切にしてきたものを守りつつ、誰もが「今」を活き活きと過ごせる町で
あり続けるよう働きかける。

議員としての役割を果たす ⃝最新の行政の情報に、充分な注意を計りながら管理をする。
⃝いろいろな世代の方々が、分かりやすく楽しみにして頂けるような「議会だより」を目指す。
⃝体調管理を心掛ける。

議員間の調和を大切にする ⃝各議員の意見を尊重しながら、政策提案に繋がる活動を目指す。

��൪�ɹ੝ɹ७Ұ࿠
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

議会活動の充実 ⃝本年度の一般質問を 3回以上実施する。
⃝本会議や協議会での質疑を毎回行う。

自己研鑽 ⃝行政の仕組みやルール、課題をより把握するため自分で勉強する。
町民の要望把握 ⃝町民の町政に対する意見・要望を、より積極的に聞く。
情報の発信 ⃝ Facebook による発信を週 2回以上行い、より意見聴取をする。

⃝町内の SNS上の友人を 100人以上にする。

��൪�ɹதాɹത೭
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

自己研鑽 ⃝講習会、研修会などへの参加。
⃝他市町議会や議員との交流。

議会広報 ⃝議会広報だよりの作成を学びより分かりやすいものにしていく。
町民意見の反映 ⃝町民の多様な意見を聴き福祉向上と地域社会の発展を目指して努力する。

��൪�ɹޱࢁɹҰത
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

子どもを持つ親世代を応援
する

⃝児童 /生徒に「確かな学力」を身に付ける環境を、提案・提言をしていく。

自己研鑽を充実させる ⃝研修や講習を重ねて、得たことを議員活動に反映させる。
議会広報の紙面を読み易く
する

⃝写真やレイアウト /色調の工夫や記事内容を、より良いものを追求し、町民にもっと分か
り易い議会広報を発行していく。

※令和元年度の議員目標に対する自己評価の結果表は吉田町のホームページをご覧下さい。

��൪�ɹฏ໺ ੵ
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

町民の意見を町政に生かす ⃝平野つもる議会報告会を１０回以上開催する。
⃝地域住民、自治会等に対して議会や町政の状況を伝えるとともに町民の皆さんのご意見を
伺い、議会における活動・発言に生かす。

政策提案型の一般質問を行う ⃝一般質問を４回の定例会で必ず行う。
⃝町民の皆さんのご意見などをもとにテーマを選択し、背景、現状の調査を行い、吉田町民
のために何が必要かを考察、提案する。

自己研鑽に励む ⃝公開研修参加や書籍購読で得た議会や行政に関する知識の深い理解により、専門領域の拡
大を図る。
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��൪�ɹࣘాɹণ୅
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

円滑な議会運営をする ⃝議会や委員会の円滑な運営のための時間や準備、確認に努める。
⃝議会においては、冷静に行動し、時間、提出期限等も含め、規範遵守に努める。

議員力向上のための自己研鑚 ⃝議員力向上のための研修会、講習会への参加をする。
⃝問題を理解するため情報を集め、円滑に発言ができるように努める。

町民への説明責任のための
議会広報

⃝定例会後に個人の議員だよりを発行する。
⃝ＳＮＳを利用する場合には規約遵守に努める。

一般質問をする ⃝年２回行うこと。
⃝研修会で学んだことをいかし、準備し、円滑に質問ができるようにする。

��൪�ɹྠࡾɹඒ༝ل
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

議員の責務を果たす ⃝吉田町議会基本条例を遵守する。
⃝多様な町民の意見を的確に把握する。

情報の発信 ⃝議員活動での情報発信を行う。
町民の福祉向上 ⃝町民との対話を重視し問題解決を図り福祉向上に努める。
ボランティア活動に参加 ⃝地域の子どもたちの安全を守るためボランティア活動に参加する。

��൪�ɹࢁ಺ɹۉ
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

自己研鑽のため研修等へ積
極的に参加する

⃝研修会や講習会への参加とレポートの作成。
⃝市町村議会議員研修や勉強会への参加を数値化する。

役割と秩序を守りプロセスの
見える化を図る

⃝議員と町民、議会、行政との役割と秩序を守り、目的を持った活動を行う。
⃝決定に至るプロセスを明確にする。

地域住民との繋がりの強化
を作る

⃝町内会の活動やボランティア活動へ積極的に参加し、活発な資料提供を行い、情報を共有
化して地域との強い繋がりを作る。

住民意見の町政への反映と
自己改革に活かす

⃝議会報告会や出前会議等、意見交換を重点課題とし、対話を通じて意見の収集を図り議会
及び町政に反映させる。結果を記録し、改革に活かす。

���൪�ɹീ໦ɹӫ
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

自己研鑚 ⃝必要と思われる個人的な研修に参加し、知識を身につける。
情報発信 ⃝組長常会を介して、個人的な議会報告を行う。

⃝自身の後援会活動の中で、議会報告を行う。
情報収集 ⃝各種イベントや行事の他、組長常会へ参加し、住民の方とのコミュニケーションをとり、暮

らしの中での課題や意見を頂き議会活動に生かすと共にそれについての回答を迅速に行う。
活発な会議 ⃝会議において積極的に発言をする（一般質問を含む）。その為に提出議案や課題についてしっ

かりと調査、準備をする。

���൪�ɹՏ࡚ݪɹ₱࢘
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

議員活動の充実 ⃝町民との対話と意見の収集をし、議員活動を通じて情報発信、資料提供をする。
自己研鑽に努力 ⃝研修会や講習会に積極的に参加する。
議員報告会 ⃝議員活動の報告と町民からの要望に対し即行動し、パイプ役となる。

⃝報告書の発行をする。
防災対策 ⃝自然災害の対応としての治山治水対策の充実。

⃝地域防災訓練、津波訓練に参加し安全対策の充実を計る。

���൪�ɹେੴɹ؜
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

議会報告会 ⃝毎定例議会終了後に議会報告会を行う。（個人開催）
議会ニュース ⃝毎定例議会終了後に「よしだの風」を発行する。
街頭議会報告 ⃝月２回以上、町内の街頭で議会報告を行う。
生活相談 ⃝町民からの法律相談、生活相談に親身に対応する。

���൪�ɹ૿ాɹ߶࢜
໨ɹඪ औɹ૊ɹ಺ɹ༰

情報のインプットとアウト
プットの強化

⃝研修会、勉強会、資料収集等によるインプットと議会への情報アウトプットを図る。

町民との対話の充実 ⃝町民の皆さんとの接触機会を増やし、町政、議会の活動についての説明及び質問、意見の
聞き取りを図る。
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産業建設常任委員会報告
　　　地場産業の活性化について

�
月
�
日

協
議
事
項

　
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

・
新
規
調
査
事
業
お
よ
び
ま
と

め
に
つ
い
て
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

・
家
庭
内
家
具
等
転
倒
防
止
器

具
取
付
け
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
高
齢
者
移
動
支
援
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お

け
る
高
齢
者
福
祉
事
業
に

つ
い
て
新
た
に
調
査
す
る

こ
と
を
決
定
す
る
。
質
問

は
正
副
委
員
長
で
作
成
す

る
。

・
こ
れ
ま
で
調
査
を
行
っ
た
事

業
の
検
証
を
行
う
。
７
月

か
ら
８
月
は
ま
と
め
に
入

る
。

・
議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

す
る
。

�
月
��
日

・
委
員
会
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
福
祉
課
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

事
態
宣
言
下
に
お
け
る
高

齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
、

企
画
課
か
ら
町
内
生
活
交

通
に
お
け
る
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
策
定
事

業
に
つ
い
て
回
答
を
も
ら

う
。

・
防
災
課
か
ら
は
家
庭
内
家
具

等
転
倒
防
止
器
具
取
付
け

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

書
面
に
て
回
答
を
も
ら
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
再
質
問

を
委
員
長
に
期
限
ま
で
に

提
出
す
る
。

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
検
証
を
行
う
。
他
の
事

業
に
つ
い
て
検
証
を
次
回

行
う
が
、
各
委
員
の
考
え
を

用
意
す
る
。

委
員
長　
　
蒔
田　
昌
代

６
月
�
日

協
議
事
項

　
し
ら
す
加
工
業
の
現
状
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
当
局

か
ら
の
解
答
を
も
と
に
中
間
ま

と
め
の
内
容
確
認
、
お
よ
び
文

言
の
加
筆
、修
正
を
行
っ
た
。

①
補
助
金
の
妥
当
性
に
つ
い
て

　
　

補
助
金
申
請
者
か
ら
の

要
望
は
、
出
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
水
産
関
係
団
体

（
吉
田
町
煮
干
協
同
組
合
）

に
対
し
、
町
か
ら
の
聞
き
取

り
は
な
く
、
関
係
団
体
の
意

向
が
は
っ
き
り
と
見
え
な

か
っ
た
。

②
外
部
団
体
と
の
連
携

　
　
産
業
4
団
体
と
の
情
報
共

有
を
行
い
、「
し
ら
す
の
ま

ど
ぐ
ち
」
の
さ
ら
な
る
活
性

化
と
、
加
工
場
と
の
連
携
施

策
な
ど
、
確
実
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

③
P
R
事
業
に
つ
い
て

　
　

し
ら
す
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
、
し
ら
す
の
知
名
度
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
考
え
は
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

④
総
合
計
画
と
の
関
連

　
　
「
し
ら
す
の
ま
ど
ぐ
ち
」の

開
設
に
よ
り
P
R
事
業
の

拠
点
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
成
果
で
あ
る
。

　
次
回
、
う
な
ぎ
加
工
業
に
つ

い
て
、
産
業
課
へ
の
質
問
事
項

を
ま
と
め
る
。

　
議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

す
る
。委

員
長　
　
三
輪
美
由
紀

総務文教常任委員会報告
　　　ひとり暮らし高齢者世帯及び
高齢者のみ世帯の支援策について

　　　ひとり暮らし高齢者世帯及び調 査 事 項

調 査 事 項
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吉
田
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

１
９
８
９
年
か
ら
活
動
を

始
め
、
今
年
で
31
年
目
を
迎

え
た
吉
田
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
。
１
９
９
６
年
よ
り
若

松
房
乃
コ
ー
チ
は
、
２
代
目

監
督
と
し
て
初
代
監
督
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
子

ど
も
達
の
安
全
を
守
り
な
が

ら
、
体
力
・
技
術
向
上
を
目

的
と
し
て
指
導
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
「
引
き
継
い
だ
当
初
は
80

人
～
100
人
程
の
団
員
が
い

た
。
24
年
目
の
今
年
度
、
15

人
の
団
員
で
始
ま
っ
た
が
、

自
分
の
体
を
意
識
し
て
動
か

せ
る
団
員
が
多
く
な
り
、
バ

ク
転
、
宙
返
り
、
連
続
技
な

ど
技
術
面
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
る
」
と
熱
く
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
８
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
と
10
月

静
岡
県
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
大
会
に
向
け
て
マ
ッ
ト
・

跳
び
箱
の
２
種
目
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
木
曜
日
18
：
30
か
ら
総

合
体
育
館
で
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

団
員
の
決
意

あ
る
な
・
・
８
年
間
体
操
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
次
回

大
会
で
メ
ダ
ル
を
目
指
し
が

ん
ば
る
。

そ
ら
・
・
８
年
間
の
大
会
で

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
時
は
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
大
技
に
挑
戦
し
た
い
。

り
お
・
・
成
功
し
た
時
の
達

成
が
楽
し
く
て
続
け
ら
れ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
技
に
挑
戦

し
た
い
。

ほ
の
か
・
・
大
会
で
バ
ク

転
・
前
宙
・
側
宙
を
し
っ

か
り
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

る
。
い
ろ
い
ろ
な
技
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
。

な
こ
・
・
５
年
体
操
を
や
っ

て
バ
ク
転
・
側
宙
・
前
宙
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ

し
い
。

ゆ
い
な
・
・
跳
び
箱
で
転
回

飛
び
が
初
め
て
で
き
た
時
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。
毎

週
来
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

も
え
り
・
・
新
し
い
技
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
違

う
学
校
の
友
達
が
で
き
て
良

か
っ
た
。

は
る
・
・
バ
ク
転
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

り
の
・
・
跳
び
箱
で
、
転
回

飛
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
。

し
ゅ
ん
・
・
バ
ク
転
が
ん
ば

る
。

み
さ
き
・
・
後
方
・
前
ブ

リ
ッ
ジ
が
ん
ば
る
。

も
も
は
・
・
大
会
で
メ
ダ
ル

目
指
し
て
が
ん
ば
る
。

こ
こ
ね
・
・
後
ろ
ブ
リ
ッ
ジ

き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
る
。

ゆ
う
と
・
・
も
っ
と
難
し
い

技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

な
つ
・
・
体
を
柔
ら
か
く
す

る
。
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
取

る
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
紹
介

※
毎
年
４
・
９
月
に
団
員

募
集
し
て
い
ま
す
。

２年度の吉田町議会改革目標が決定！
目標達成に向け努力していきます！
目　標 取　組　目　標

審議の充実 ・より良い議案審議が行なわれるよう、新たな議会運営を検討し実行する。
・本会議中の質疑数を対前年度150％以上に増やす。

町民意見の反映 ・町民意見や議員間の情報共有化のために議員懇談会を開催し、町民の意見
を議会に反映させる。

ICT活用の推進 ・議会のICT活用を推進するため、新たなシステムを調査し、試験運用する。
※　令和２年度末に議員１３人それぞれの評価から協議により議会としての評価を決定し、公表します。
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まちの話題

プレミアム付商品券販売 総合体育館 トレーニングルーム再開

あ
と

き
が

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
中
止
に
な
り
、大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。　

　

議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
も
、表
紙

や
ま
ち
の
話
題
で
の
題
材
や
写
真

が
見
つ
け
に
く
く
、少
し
悩
み
ど
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

四
季
ご
と
の
町
の
風
物
詩
や
町

の
人
々
の
様
子
を
撮
影
で
き
る
機

会
が
あ
れ
ば
、お
邪
魔
い
た
し
ま
す

の
で
、情
報
を
提
供
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

今
後
も
感
染
症
へ
の
予
防
を
怠

ら
ず
に
、町
の
日
常
の
回
復
に
努
め

て
参
り
た
い
も
の
で
す
。(

Ｍ
・Ｊ)

議
員
勉
強
会
を
開
催

　

今
年
度
、吉
田
町
議
会
で
は
、

「
吉
田
町
議
会
会
議
規
則
勉

強
会
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

勉
強
会
で
は
、会
議
規
則
の

章
ご
と
に
一
人
の
議
員
が
講
師

と
な
り
、内
容
説
明
・
質
疑
応
答

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
に
行
わ
れ
た
第
１

回
目
の
勉
強
会
で
は
、参
集
や

会
期
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
研
鑽
を
重
ね
、町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

大
石　
　

巌

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

中
田　

博
之

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

議ձϑΣΠεϒοΫ͔Β৘ใをൃ৴த。

IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�ZPTIJEBDIPVHJLBJJDU
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

第３回定例会（９月）のご案内
　令和２年第３回吉田町議会定例会は９月１日から開催予定です。
　傍聴にお越しいただく際は、手指消毒など、新型コロナウイルス感染予防および拡大防止策にご協力下
さいますようお願いいたします。	 お問い合わせ　　議会事務局　３３－２１４１

勉強会の様子
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